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　がん患者の療養生活において，意思決定への家
族の参加を望む患者は多く1），療養生活において
の意思決定では家族も重要な役割を果たす2,3）．特
に，終末期ケアにおいては，身体，精神状態の悪
化から患者自身が意思決定を主体的に行うことが
困難な状況が多く，その場合，意思決定の中心は
家族となる4）．台湾での先行研究では，がん患者

の家族は，さまざまな意思決定場面において困難
を感じていることが報告されている5）．
　そこで本研究では，わが国において，患者が治
癒困難な状況となってから死に至る間に家族がど
のような意思決定場面において困難を感じたか，
意思決定に関わる医療者の対応の改善の必要性，
意思決定の際の状況や医療者の対応の実態を明ら
かにすることを目的とする．
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　本研究では，わが国において，患者が
治癒困難な状況となってから死に至る間
に家族がどのような意思決定場面におい
て困難を感じたか，意思決定に関わる医
療者の対応の改善の必要性，意思決定の
際の状況や医療者の対応の実態を明らか
にすることを目的とした．
　「患者に真実を告げるかどうか」「他者
へ患者の病気について伝えるかどうか」
「抗がん治療の中止・継続」に関する意
思決定において，多くの遺族が困難を感
じていた．また，意思決定の際の医療者
の対応については，少しでも「改善が必

要」と回答した遺族は，39%であった．
一方，意思決定の際に，「医師からの支
援や家族への気遣いがあった」「疑問を
医師に尋ねる機会があった」と回答した
遺族は 80%以上であった．
　本研究では，意思決定における家族の
全体的な困難感は，患者や医師と家族の
意見や希望の相違と関連があることが示
唆された．意思決定の際の医療者の対応
や医師の支援や配慮と意思決定における
家族の困難感の関連は示唆されなかっ
た．
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結　果

1）療養生活についての意思決定における家族
の全体的な困難感（図 1）

　意思決定について全体として「難しかった」と
の回答の合計は，32％であった．

2）各意思決定場面における家族の困難感（図2）

　図 2 に，各意思決定場面について，その意思決
定が必要だったとの回答の割合をグラフで示し
た．そのうち，色付け部分は，その意思決定が少
しでも「難しかった」と回答した遺族の割合であ
る．「臨床試験に参加するかどうか」「民間療法を
試すかどうか」以外は 50％以上の遺族がその意
思決定が必要だったと回答した．意思決定が「難
しかった」との回答割合は，「予想される余命を
患者様へ告げるかどうか」「患者様の病状を友人
や知人に話すか」「患者様の病気が治る見込みが
ないことを患者様に告げるかどうか」で，40％以
上であった．特に，「予想される余命を患者様へ
告げるかどうか」「患者様の病気が治る見込みが
ないことを患者様に告げるかどうか」は，20％以
上の遺族が「非常に難しかった」と回答した．そ
の他，「病気を治すための治療をやめるかどうか」

「化学療法を続けるかどうか」「患者様が療養され
る場所はどこにするか」で，少しでも「難しかっ
た」と回答した遺族は，30％以上であった．

3）意思決定の際の医療者の対応の改善の必要
性（図 3）

　療養生活についての家族の意思決定の際の医
師・看護師の対応について，少しでも改善の必要
があると回答した遺族の割合合計は 39％であっ
た．

4）意思決定の際の状況（図 4）

　図 4a は，先行研究などから意思決定の際に障
害となると考えられている項目についての結果で
ある．「患者様の病状の変化が急激だった」と思
う遺族は 81％であった．一方，「ご家族の意見や
希望と患者様の意見や希望が違った」と思う遺族
は 18％であった．
　図 4b は，先行研究などから意思決定の際に助
けとなると考えられる項目の結果である．「医師
は，患者様やご家族が決めたことについて，賛成
したり応援してくれた」「わからないことや疑問
を医師に尋ねることができた」「医師は，ご家族
の気持ちを気遣ってくれた」は，80％以上がそう
思うと回答した．

5）意思決定における家族の全体的な困難感と
意思決定の際の医療者の対応の改善の必要
性の関連

　意思決定における家族の全体的な困難感と意思
決定の際の医療者の対応の改善の必要性につい
て，相関は，スピアマンの相関係数ρ=0.35 と弱
い相関であった．

図 1　 患者の療養生活についての意思決定の全体的な困難さ
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図 2　家族の経験した意思決定場面とその意思決定場面における家族の困難感
　　　（グラフの長さはその意思決定が「必要だった」と回答した家族の割合）
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患者様のご病気が治る見込みがないことを患者様に
告げるかどうかについて  

患者様の病状を知人や友人に話すかについて  

予想される余命を患者様に告げるかどうかについて

病気を治すための治療をやめるかどうかについて  

化学療法を続けるかどうかについて  

患者様が療養される場所をどこにするかについて
（病院，ホスピス，自宅など）  

患者様の病状を他の家族に話すかについて  

患者様の苦しみを和らげるために薬により深く眠
らせるかどうかについて  

延命治療（人工呼吸器や心臓マッサージ）をする
かどうかについて  

一時退院や外泊をさせるかどうかについて  

患者様の痛みを和らげるために麻薬を使用するか
どうかについて  

点滴や人工栄養をいつまで続けるかについて  

緩和ケア（患者様のつらい症状を和らげるため
の専門的な治療）を受けるかどうかについて  

民間療法（免疫療法など医療保険のきかない
治療）を試すかどうかについて  

患者様の看病をだれがどのくらい行うかについて  

臨床試験に参加するかどうかについて  

 

決めることは非常に難しかった 決めることはかなり難しかった
 

決めることは少し難しかった  決めることは難しくなかった
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6）意思決定における家族の全体的な困難感，
医療者の対応の改善の必要性と意思決定の
際の状況の関連（表 1）

　意思決定の際に障害となると考えられる項目に
ついて，全体的に意思決定が困難だったと感じる
こととの中等度以上の相関がみられたのは，「ご
家族の意見や希望と患者様の意見や希望が違っ
た」（ρ=0.40），「ご家族の意見や希望と医師の意
見が違った」（ρ=0.43）であった．また，意思決
定の際の医療者の対応の改善が必要だと感じる
こととの中等度以上の相関がみられたのは，「患
者様の意見や希望と医師の意見が違った」（ρ
=0.48），「ご家族の意見や希望と医師の意見が違っ
た」（ρ=0.52）であった．
　意思決定の助けとなると考えられる項目につい
て，全体的に意思決定が困難だったと感じること
と中等度以上の相関があった項目はなかった．一
方，意思決定の際の医療者の対応の改善の必要性
が低いとの回答と中等度以上に相関があったの
は，「医師は，患者様やご家族が決めたことにつ
いて，賛成したり応援してくれた」（ρ＝－0.41），

「わからないことや疑問を医師に尋ねることがで
きた」（ρ＝－0.44），「医師は，ご家族の気持ちを
気遣ってくれた」（ρ＝－0.48），「医師は，患者様
の信条や価値観を理解してくれた」（ρ＝－0.42），

「医師は，ご家族の迷いを理解してくれた」（ρ
＝－0.52），「医師は，ご家族の信条や価値観を理
解してくれた」（ρ＝－0.45），「医師は，患者様に
とって一番良いことは何かアドバイスをくれた」

（ρ＝－0.48），「治療やケアについて，医師と十分
に相談ができた」（ρ＝－0.48）であった．

考　察

　本研究では，家族が困難を感じる意思決定場
面，意思決定の際の状況や医療者の対応の実態に
ついて明らかとなった．おもな知見は以下であ
る．
　1）患者に真実を伝えるかどうか，他者へ患者
の病気について伝えるかどうか，抗がん治療の中
止・継続に関することについての意思決定におい
て，多くの家族が困難感を感じる．
　2）8 割以上の家族が意思決定の際に医師から
の支援や配慮を受けたと感じている．
　3）患者や医師と家族の意見が異なることと意
思決定において困難を感じることが関連する．
　がん医療において，患者に真実を伝えるかどう
かの意思決定は，最も困難を生じる場面だと考え
られる．この結果は，台湾の先行研究と類似して
いた5）．欧米では患者本人に真実を伝えることが
多く，わが国でも，患者への告知が推奨されてい
る．しかし，本研究の対象家族は，半数以上が患
者へ真実を伝えるかどうかの意思決定を経験し，
約 8 割が困難を感じていた．依然として，患者に
真実を告げることに対する大きなバリアが存在し
ていると考えられる．また，患者の病気を他者へ
知らせるかどうかについて戸惑う家族も多いこと
が示唆された．患者や家族の社会的立場や社会と
の関係性についても考慮して支援をする必要があ
ると考えられる．また，抗がん治療の中止・継続
に関することも家族にとって困難な意思決定場面
である．昨今では，臨床試験への参加など，さま
ざまな治療の選択肢も増加してきており，患者や
家族の意思決定も複雑で困難になってきていると
考えられる．
　意思決定を行う際の医療者の対応について，何
かしらの改善の必要性を感じている遺族は 4 割近
くいた．意思決定の際に医師からの支援や配慮が
あったことと意思決定の際の医療者の対応に対す
る評価の高さは中等度の関連があったことから，

図 3　 患者の療養生活についての意思決定の際の 
医師・看護師の対応の改善の必要性
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非常にそう思う  そう思う  どちらかといえばそう思う  

 

患者様の病状の変化が急激だった  

あなたに決断や選択をする十分な時間がなかった  

あなたに決断や選択をする精神的な余裕がなかった  

患者様の希望がわからなかった  

あなたの意見や希望と患者様の意見や希望が違った  

患者様の意見や希望と医師の意見が違った  

あなたの意見や希望と医師の意見が違った  

あなたとあなた以外の家族との意見や希望が違った  

医師は，患者様やご家族が決めたことについて，賛成し
たり応援してくれた   

わからないことや疑問を医師に尋ねることができた  

医師は，ご家族の気持ちを気遣ってくれた  

あなたは患者様の病状について十分に理解していた  

医師は，患者様の信条や価値観を理解してくれた  

医師は，ご家族の迷いを理解してくれた  

医師は，あなたの信条や価値観を理解してくれた 

医師は，患者様にとって一番良いことは何かアドバイスをくれた
  

患者様にとってよい決断や選択ができた  

あなた以外の家族と十分に相談できる場があった  

患者様の希望に沿った決断や選択ができた  

治療やケアについて，医師と十分に相談ができた 

患者様が自分の意思をはっきりと示していた 

患者様は自分の病状について十分に理解していた  

治療やケアについて，患者様と十分に相談ができた  

担当の医師以外に相談できる医療者がいた  

 非常にそう思う そう思う どちらかといえばそう思う

図 4a　意思決定の際の状況（意思決定の際に障害となると考えられる項目）

図 4b　意思決定の際の状況（意思決定の際に助けとなると考えられる項目）
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表 1　療養生活についての家族の意思決定の全体的な困難さ，家族の意思決定の際の 
医師・看護師の対応の改善の必要性と意思決定の際の状況との関連　　

患者の療養生活につい
ての意思決定の全体的
な困難さ

患者の療養生活につい
ての意思決定の際の医
師・看護師の対応の改
善の必要性

意思決定の時の状況 スピアマンの相関係数（ρ）スピアマンの相関係数（ρ）

意思決定の際に障害となると考えられる項目

患者様の病状の変化が急激だった －0.12 ―

あなたに決断や選択をする十分な時間がなかった 0.26 0.24

あなたに決断や選択をする精神的な余裕がなかった 0.10 0.16

患者様の希望がわからなかった 0.29 0.20

あなたの意見や希望と患者様の意見や希望が違った 0.40 0.18

患者様の意見や希望と医師の意見が違った 0.38 0.48

あなたの意見や希望と医師の意見が違った 0.43 0.52

あなたとあなた以外の家族との意見や希望が違った 0.33 0.15

意思決定の際に助けとなると考えられる項目

医師は，患者様やご家族が決めたことについて，賛成したり応援してくれた －0.16 －0.41

わからないことや疑問を医師に尋ねることができた －0.14 －0.44

医師は，ご家族の気持ちを気遣ってくれた －0.14 －0.48

あなたは患者様の病状について十分に理解していた －0.15 －0.15

医師は，患者様の信条や価値観を理解してくれた －0.21 －0.42

医師は，ご家族の迷いを理解してくれた －0.14 －0.52

医師は，あなたの信条や価値観を理解してくれた －0.23 －0.45

医師は，患者様にとって一番良いことは何かアドバイスをくれた －0.14 －0.48

患者様にとってよい決断や選択ができた －0.34 －0.32

あなた以外の家族と十分に相談できる場があった －0.24 －0.17

患者様の希望に沿った決断や選択ができた －0.30 －0.35

治療やケアについて，医師と十分に相談ができた －0.26 －0.48

患者様が自分の意思をはっきりと示していた 0.30 0.22

患者様は自分の病状について十分に理解していた －0.17 －0.13

治療やケアについて，患者様と十分に相談ができた －0.25 －0.25

担当の医師以外に相談できる医療者がいた ― －0.13

スピアマンの順位相関係数が中程度以上（± 0.4 以上）は太字
―は有意な相関ではなかった項目
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意思決定の際の医療者の対応への評価をさらに改
善するためには，医師の支援や配慮は重要である
と考えられる．今後は，医師以外の医療者の支援
や配慮についても，意思決定の際の医療者の対応
に対する評価の改善のために，検討していく必要
がある．
　本研究では，患者や医師と家族の意見が異なる
ことが家族の意思決定における困難感の要因の 1
つとなることが示唆された．一方，家族の意思決
定の際の困難感を直接軽減する援助は明らかには
できなかった．今後も，患者や家族の意思決定を
支えるための医療者の関わりを探究していく必要
がある．
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